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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、軽度認知障害（MCI）の者において食事や口腔の状態が全身状態に
与える影響を検証することである。そこで国立長寿医療研究センターもの忘れ外来に来院したMCIの者を対象
に、食事や口腔の状態と全身状態（認知機能や栄養状態、体組成など）との関連を他の認知症高齢者の特性と比
較しながら検討した。その結果、横断的な解析では食欲の低下に関連する要因はアルツハイマー型認知症（AD）
とMCIでは異なり、MCIでは食事中の注意が維持できないこととうつ状態が食欲と関連することが分かった。ま
た、縦断的な解析によりMCIの者において食欲の低下は認知機能の低下を加速させる可能性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to verify the effect of meal and oral health on
 the systemic conditions in persons with MCI. Therefore, we examined the association between meal, 
oral health and the systemic conditions, such as cognitive function, nutritional status, body 
composition, etc., in the persons with MCI who visited the Center for Comprehensive Care and 
Research on Memory Disorders (Medical Center for Dementia) at the National Center for Geriatrics and
 Gerontology, comparing with elderly persons with other dementia. As a result, we found that the 
factors related to appetite loss were different between AD and MCI, and depression and difficulty in
 maintaining attention while eating were significantly associated with poor appetite in MCI persons 
in cross-sectional analysis. Additionally, it was suggested that appetite loss might accelerate the 
decline of cognitive function in MCI persons in longitudinal analysis.

研究分野： 老年歯科医学
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１．研究開始当初の背景 
⑴ 認知症高齢者では食欲低下が認められる
ことが報告されている。高齢者の食欲不振に
よる食事摂取量の低下は、低栄養、脱水、全
身状態・免疫機能の低下やさらなる認知機能
の低下を引き起こし、自立した生活を損なう
大きな要因の一つとなる。したがって、認知
症高齢者において食欲低下を予防すること
は非常に重要であるが、認知症高齢者におけ
る食欲低下の要因や予防方法を検討した研
究は少ないのが現状である。アルツハイマー
型認知症（AD）の発症には体重の減少がリス
クになるとの報告もあり、特に軽度認知障害
（MCI）の高齢者において食欲の低下を予防
することができれば、AD への移行率を抑制で
きる可能性も考えられる。 
 
⑵ 近年、口腔の健康（歯の喪失、歯周病の
状態、咀嚼機能など）と認知機能との関連が
調べられるようになった。口腔の健康は食生
活にも大きく影響するため、認知機能の低下
に対する口腔の健康と食生活の相互作用を
検討することは有用である。 
 
⑶ 日本における認知症患者数は 2013 年で
462 万人と報告されており、高齢化の著しい
日本においてその数はさらに急増すると予
想されている。また、認知症患者を抱える家
族や医療介護関係者の負担、社会経済的影響
は非常に大きな問題となっている。そのよう
な状況において、食生活や口腔状態の改善と
いった生活習慣の改善をベースとした介入
により、認知症の発症や進行が予防できるこ
とが明らかになれば、極めて実現可能で普及
が期待できる認知症対策を提案することが
できると考える。 
 
２．研究の目的 
⑴ 国立長寿医療研究センターもの忘れ外来
を受診した者を対象に食生活や口腔の健康
の実態を把握する。特に認知症は原因疾患に
より異なる症状を持つため、原因疾患別の特
徴を把握することも重要である。 
 
⑵ 食生活や口腔状態が食欲の維持・向上を
介して全身状態（認知機能や栄養状態、体組
成など）に与える影響を検討する。 
 
⑶ さらに食事指導と口腔管理の介入調査を
することにより、これらの指導・管理が MCI
の者の認知機能や栄養状態、運動機能などの
低下を抑制する可能性についても検証する。 
 
以上の３点を明らかにすることにより、認知
症高齢者の状態に応じた食欲低下対策に資
する根拠を得ることを目的とした。 
 
３．研究の方法 
⑴ 国立長寿医療研究センターもの忘れ外来
を受診した者を対象に、食行動に関する調査

を行った。この調査では、食行動関連障害、
食 欲 （ Council on Nutrition Appetite 
Questionnaire: CNAQ）、便秘（Constipation 
assessment scale: CAS）、などを聴取した。
さらにカルテ、Comprehensive Geriatric 
Assessment、血液検査のデータより、病名、
性別・年齢・教育歴・既往歴などの基本情報、
Mini-Mental State Examination（MMSE）、
Geriatric Depression Scale（GDS）、Vitality 
Index 、 Barthel Index 、 Instrumental 
Activities of Daily Living（IADL）などの
機能的・心理的評価、握力・転倒などの運動
機能、Mini Nutritional Assessment-Short 
Form（MNA-SF）、Body Mass Index（BMI）、
Skeletal Muscle Index（SMI）、血清アルブ
ミン値などの栄養状態、抗認知症薬・向精神
薬の服薬状況などを把握した。得られた情報
より、原因疾患による食行動関連障害の比較
や原因疾患別に食欲低下に与える要因の検
討を行った。 
 
⑵ 当初は MCI の者における栄養状態や口腔
状態の改善が認知機能の低下に及ぼす影響
を検討するために食事指導と栄養指導の介
入調査を計画していたが、先行研究や前述の
解析において口腔状態と全身状態では関連
が認められなかったことや患者負担などの
倫理的配慮により、本研究期間中に対象者に
介入を行うことは出来なかった。そのため、
研究期間内に当センターを２回以上来院し
た者を対象にベースライン時の食生活や口
腔の健康がその後の全身状態に与える影響
を検討した。 
 
なお、本研究は国立長寿医療研究センター倫
理・利益相反委員会（No. 1024）、及び、九
州大学医系地区部局臨床研究倫理審査委員
会（28-347）の承認を経て実施した。 
 
４．研究成果 
⑴ AD 患者と MCI 患者の食欲に影響を与える
要因の検討 
対象はデータ欠損のある者を除外したAD 853
名と MCI 385 名、合計 1,238 名（男性；425
名、女性；813 名、平均年齢；77.9±8.0 歳）。
統計解析では、患者の食欲低下の有無を CNAQ
にて 2 群に分類し、AD、MCI においてそれぞ
れ差を検討した。さらに性・年齢を調整した
差の検定でp<0.1であった変数を共変量に用
い、多変量ロジスティック回帰分析にて食欲
低下に影響する要因を検討した。共変量には
基本情報、機能評価、体組成、血液データ、
服薬状態の各変数を用いた。 
AD、MCI とも食欲低下群はうつ傾向及び食事
の中断の有無と有意な関連が見られた。また
AD ではこれらに加え Vitality Index、併存
疾患数、抗認知症薬の服用の有無、向精神薬
の服用の有無が有意に関連していた（表１）。
また、MCI の者のうち AD に移行しやすいと報
告されている amnestic MCI の者を同定し



（297 名）、同様の検討を行った。その結果、
amnestic MCI の者においても MCI全員を対象
とした結果同様、食事中の注意が維持できな
いこととうつ状態が食欲と関連する傾向が
見られた。 
このことより、AD と MCI において食欲低下に
関連する因子が異なる可能性が示唆された。
今後はそれら要因を考慮し、認知症の状態に
応じた食欲低下に対する適切な支援の方法
を検討していく必要がある。 
 
⑵ AD 患者とレビー小体型認知症（DLB）患者
の食行動を中心とした特性の比較検討 
対象はデータ欠損のある者を除外した AD 
1,612 名と DLB 170 名、合計 1,782（男性 539
名、女性 1243 名、平均年齢 79.7±6.9 歳）。
統計解析では、AD、DLB 別に⑴と同様の項目
を連続変数はt検定またはMann-WhitneyのU
検定、カテゴリー変数はχ2乗検定により比較
検討した。 

AD と DLB において性（AD の女性 1,125 人
[69.8%] ， MCI の 女 性 118 人 [69.4%] ，
p=0.919）・年齢・認知機能（MMSE）に差は認
められなかったが、食事・栄養、機能的・心
理的評価、運動機能、既往歴、血液データの
様々な項目で差が認められた（表２，図１，
２）。特に、DLB ではより多くの項目で悪化が
認められ、これらが DLB 患者における栄養不
良に起因していると考えられる。今後は認知 



症の原因疾患による食行動の特徴の違いを
考慮し、適切な支援を考えていく必要がある。
また、レビー小体型認知症以外の認知症の食
行動に関する特性を把握するため、今後は他
の病型の認知症高齢者の対象者を増やす必
要があると考えられる。 
 
⑶ 認知症高齢者の食欲状態が認知機能の変
化に及ぼす影響の検討 
２回以上来院した者 752 名の病型別内訳は、
図３の通りである。その内ベースライン時に
AD 362 名、及び MCI 166 名と診断された者を
対象に食欲の変化を Mann-Whitney の U 検定
を用いて検討したところ、有意ではなかった
がMCIの方が一年あたりの食欲の低下量が大
きかった（一年あたりの CNAQ の点数の変化
の平均 AD；0.16点、MCI；-0.34点、p=0.096）。
また。AD、MCI 別にベースライン時の食欲の
状態を CNAQ にて 2 群に分け、その後の認知
機能の変化を同様に検討したところ、ADでは
有意な関連は見られなかったが（一年あたり
の MMSE の点数の変化の平均 食欲維持群；
0.18、食欲低下群；-0.14、p=0.199）、MCI で
は食欲維持群は食欲低下群よりも一年あた
りの認知機能の低下量が有意に減少してい
た（一年あたりの MMSE の点数の変化の平均 
食欲維持群: 0.75、食欲低下群: -0.16、
p=0.030）。このことより MCI において食欲の
低下を予防することは AD への移行率を抑え
るために有効である可能性が示唆された。今
後は他の交絡因子を考慮した検討を行うた
めに、さらに追跡期間を延長し対象者を増や
す必要がある。 
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